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船舶事故調査（旅客船ちどり衝突（岸壁））について 

（経過報告） 

 

 

令和８年１０月１日 

運輸安全委員会（海事部会） 

 

 

 運輸安全委員会は、令和７年１０月５日、静岡県沼津市沼津港において発生した船舶事故（旅

客船ちどり衝突（岸壁））について、令和７年１０月から原因を究明するための調査を進めてきた

ところであるが、これまでの調査で得られた情報を基に、更に事実の確認や分析を進めるととも

に、関係者からの意見聴取等を行う必要がある。このため、本事故調査については、本事故が発

生した日から１年以内に調査を終えることが困難であると見込まれる状況にあることから、運輸

安全委員会設置法第２５条第４項の規定に基づき、以下のとおり当該調査の経過を報告する。 

 なお、本経過報告の内容については、今後、新たな情報の入手等により、修正されることがあ

り得る。 

 また、本事故調査は、本事故に関し、運輸安全委員会設置法に基づき、船舶事故及び事故に伴

い発生した被害の原因を究明し、事故等の防止及び被害の軽減に寄与することを目的として行う

ものであり、本事故の責任を問うために行うものではない。 

 

１．船舶事故の概要 

令和７年１０月５日１５時２９分頃、旅客船ちどり（以下「本船」という。）は、沼津港内

港の遊覧船乗り場西側の岸壁に衝突した。 

本船は、重傷者*1１人を含む２７人が負傷し、船首部に凹損及び破口等を生じ、岸壁は、コ

ンクリートの脱落等を生じた。 

 

２．調査の概要 

運輸安全委員会は、令和７年１０月６日、本事故の調査を担当する主管調査官ほか２人の

船舶事故調査官を指名した。現時点までに関係者からの口述聴取、船体調査、本船の安全管

理に関する情報収集等を実施した。 

 

３．判明している主な事実情報 

（１）事故の経過 

本船は、船長ほか１人が乗り組み、乗客４１人を乗せ、令和７年１０月５日１５時  

００分頃、静岡県沼津市沼津港内港北側港奥の遊覧船乗り場を出航し、同港南西方沖合

で遊覧の後、沼津港内港に入航した。本船は、約１２ノット（kn）の速力（対地速力、以

 
*1 「重傷者」は、国際海事機関の事故調査コードで定義された「負傷した日から７日以内に７２時間以上の期

間、通常の活動ができない状態に至ったもの」による。 



 

 

 

- 2 - 

下同じ。）で同乗り場西側の岸壁に向けて北進中、船長が、機関操縦レバーを中立にした

後、約８knの速力から機関を後進にかけて減速を開始したが、１５時２９分頃船首が同

岸壁に衝突した。 

本船は、機関長及び乗客２６人が負傷し、乗客のうち１人は前頭骨骨折、外傷性くも

膜下出血、頸
けい

椎
つい

捻挫等の重傷を負い、船首部に凹損、破口等を生じ、岸壁は、コンクリー

トの脱落等を生じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生場所概略図 

（２）本船の主要目  

総 ト ン 数 １２２トン 

船 舶 所 有 者 株式会社千鳥観光汽船 

船 舶 番 号 １３３１８１ 

Ｌ × Ｂ × Ｄ ２６.００ｍ×６.５０ｍ×２.２８ｍ 

船 質 鋼（高張力鋼） 

機 関 ディーゼル機関２基 

出 力 ２８７kＷ／基 合計５７４kＷ 

推 進 器 等 ４翼固定ピッチプロペラ２個、単舵 

進 水 年 月 日 平成５年５月２２日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船（出典：株式会社千鳥観光汽船ＨＰ） 

事故発生場所 
北緯 35°05′01.2″、東経 138°51′23.4″ 

沼津港
内港 

本船 
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（３）人の死傷 

重傷１人（乗客）、重傷以外の負傷２６人（機関長及び乗客） 

 

（４）船舶の損傷 

     船首部の広い範囲に凹損及び擦過傷、船首部に横方向の、及び船首部右舷側に縦方向

の破口、船首部右舷側に岸壁緩衝物の擦過痕（図２参照） 

図２ 本船の損傷状況 

 

（５）船舶以外の施設の損傷 

岸壁西端から約５０ｍ付近の側壁及び上面に擦過痕、同付近西側及び東側の車止めに

コンクリートの剝離及び脱落（図３参照） 

図３ 施設の損傷状況 

 

（６）気象・海象 

令和７年１０月５日１５時３０分 天気 晴れ、気温 ２８℃、風向 西南西、 

風速 約４m/s、波浪 ほぼなし、潮汐 上げ潮の末期 

 

 

岸壁緩衝物の
擦過痕 

横方向の破口 

縦方向の破口 

衝突場所 

岸壁緩衝物 

車止め 

擦過痕 

遊覧船乗り場 



 

 

 

- 4 - 

４．今後の調査 

本事故の原因及び本事故に伴い発生した被害の原因の究明並びに事故の再発防止策の検討

のため、これまでの調査で得られた情報を踏まえ、事故の経過の解明に必要な更なる情報の

収集を進めるとともに、岸壁衝突前の船長による減速操作等の操船状況に係る分析のほか、

関係者からの意見聴取等を行う必要がある。 

本委員会は、これまでの調査、分析等によって得られた結果を踏まえて、引き続き本事故

の原因等の調査を進める。 

 


